
■価値観に合わせた住み方・働き方の選択へ

■複数拠点に合わせたエックスプレイスの広がり
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職場立地に左右されず、「住み方・働き方、住む場所・働く場所」の選択が個人の価値観で実現できる時代へ

　本号も前号に引き続き、ポストコロナについて想定できる変化を考察をしていく。2 回目は「移動のこれから」に
ついて。リモートワークや時差通勤が推奨され、毎日満員電車に乗る生活スタイルは大きく変化した。コロナ収束に
はかなりの時間がかかると予測される中、リモートワークを上手に取り入れた効率的な働き方が全世界的に広がって
いくとともに、“移動” 自体にも大きな変化が起こることが予想される。本号では、「移動の変化」から紐解いた考察
をお伝えしようと思う。
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いくとともに、“移動” 自体にも大きな変化が起こることが予想される。本号では、「移動の変化」から紐解いた考察
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　リモートワークが広がったことで、自宅と仕事場を併用することとなり、模様替えや仕事部屋のある住居への引っ越しな
ど、自宅でも快適に仕事ができる環境を整えたいという欲求が生まれている人も多いはずだ。前号でお伝えした複合的な災
害に見舞われる可能性も考慮すると、修繕費や保険料の備えに対する費用高懸念も重なり、定住・持ち家の所有欲にも変化
が表れてくる。これまで住む場所の選択は職場への通勤立地を考慮し選択肢は限られていたが、これからは田舎で自然とと
もに心豊かに過ごしながら、平行して今の仕事を継続できる暮らしの実現も夢ではなくなってきた。
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　例えば、「田舎暮らし」を主軸としながら、必要時のみ都心部へ拠点を移す生活など、仕事状況、家庭状況に応じて拠点を
選択するスタイルが進んだ世界を考えてみる。この生活拠点を “複数” 持つことが一般化することにより、広がるサービスも
出てくるだろう。例えば、都心部での仕事ではホテルに宿泊（現在の出張者のように）していたが、自分の望むときだけ住
宅が借りられる定額住宅サービス＝「住宅サブスクサービス」（例：月 10 日ほどで定額利用）の登場により選択の幅が広がる
だろう。さらに、その拠点毎に全国でシェアオフィスが利用できる「シェアオフィスサブスク」が整うなど、複数拠点で生
活を豊かにするものが広がってくる。自由度のある暮らしにフィットしたサービスが今後成長していくことが期待される。

■田舎と都心部の両輪生活の実現

自宅・職場以外に居心地を重視した
第三の居場所として「Third place
( サードプレイス )」を持っていた

『都心部と田舎暮らしの両輪生活の実現』に応じた
第三の居場所の進化系『X place( エックスプレイス）』の登場

　複数拠点生活で重要となるのが『X place（エックスプレイス）』という存在だ。4月の号外で価値観の変化④「目的に合わせ
た居場所の多拠点化‐サードプレイスからエックスプレイスへ‐」の中で触れたように、これまで「サードプレイス」が担っ
てきた居場所機能は今後複数化した拠点それぞれで存在することとなる。目的やキブンに合わせた使い方ができる居場所とし
て、サード（3つ目）から、より多数の居場所としてエックス（X）まで膨らむと考え、『X place（エックスプレイス）』と名付けた。
つまり、田舎の自宅近所でリモート会議に利用できる場所、息抜きに訪れる場所、都心部で客先ともミーティングがしやすい
ワークスペース、刺激をもらえるコミュニティカフェ、といったように、それぞれの拠点で様々な目的に合わせた居場所が必
要とされる。左下の図１を参照していただくと模式的にわかりやすい。拠点に合わせて複数の『X place（エックスプレイス）』
が存在するということである。図２ではさらに深掘りして考えてみる。移動生活をメインにした「とある 1 週間の生活」を想
定すると、これからの暮らしにフィットした商業のヒントが見えてくる。

図１：移動の変化による [ これまで ] と [ これから ] の居場所

図２：田舎と都心部の両輪拠点者の「とある 1週間の生活」から読み解く商業チャンス

（図：レゾナンス・ラボにて作成）

（図：レゾナンス・ラボにて作成）
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午後は近くのカフェに移動して仕事。ちょっと
行き詰った資料作成には、くつろぎながら仕事
ができる多目的カフェでキブンを上げる！

疲れた身体と心を癒し、明日からの
都心部での生活のパワーを温存。

『個人向けオフィス備品レンタルサービス』
椅子、スタンディングデスク、コピー機、モニターなどを
在宅勤務する個人に対して貸し出すサービスを利用。レン
タルだから新型が出たらすぐに乗り換えられる。
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偶然隣に居合わせた人と意気投合。
町おこしビジネスなど新しい業務に発展。

在宅勤務での運動不足を補うため、スポーツコンテンツを
揃えたシェアオフィスを利用。

在宅勤務が増え、わざわざ客先用の服を
購入することはやめた。客先前にビジネス服を
レンタル。ビジネス用はレンタル服で十分だ！

いつもオンラインで参加している『オンラインサロ
ン』の『交流会』に参加。リアルの場だからこその
繋がりが楽しい。

社食の代わりに割引でお昼に
お弁当が家に届く。

　これは遠い未来のストーリーではない。すぐ間近に見える未来だからこそ
この変化のひとつひとつを大事に読み取っていくことが重要だと考えている。

メイン自宅 / 月20日程度 サテライト自宅（住宅サブスク利用） / 月10日程度 定期的に海外へ  ）

近所の定食屋とシェアオフィスが
提携。社食代わりに。

夕方は田舎への移動の日。ターミナル駅で荷物を預けシェアオフ
ィスで仕事。教育機能付き託児所を利用。教育を強化しているた
め多少高額でもここを利用。月に４回程度は利用している。

長距離移動前に一仕事。空港の『シェアオフィス』で
仕事の傍ら、『多目的カフェ』では子供が遊んでいる。

『シェア社食』

拠点が増えても結局は家の中で過ごすんだろ
うなとインドア派は思うのであった。

URL: https://www.semba1008.co.jp/
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『エックスプレイス』の広がり
移動の変化から見る商業の可能性


